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〇長崎県の藻場面積と構成種の遷移

アラメ・カジメ場 ガラモ場（多年生）

四季藻場が減少

小型海藻藻場春藻場中心に
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(ha) 有明海 藻場面積推移

橘湾 藻場面積推移(ha)

230

320

122

518
588

695

【有明海 藻場概要】

・アマモ場がほとんど消失

・アラメ・カジメ場、混成藻場が

ほとんど消失

・ワカメ場が増加

【橘湾 藻場概要】

・混成藻場がほとんど消失

・ワカメ場が増加

・小型海藻藻場が増加
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〇長崎県の磯根資源の推移

令和3年漁獲量
ウニ類 ：153トン
アワビ類：18トン

昭和56年漁獲量
ウニ類 ：４,０４１トン
アワビ類：728トン

40年前に比べて磯根資源の漁獲量が大幅に減少（９６％減）

約96%減少
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〇長崎県の磯焼けの原因

温暖化が藻場に及ぼす影響 磯焼け対策ガイドラインより（水産庁）
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〇長崎県の磯焼けの原因 ～高水温による影響～

２０１３年、２０１５年夏の高水温によるアラメ・カジメへの影響

・３０℃を越える高水温が継続（8月中旬～下旬）

・アラメ・カジメ類の藻体がダメージを受ける（生育上限温度２８～２９℃）

・台風（９月上旬）によって根本付近の傷んだ部分から流出

傷んだ
根本から
流出

（長崎県磯焼け対策ガイドラインより） 5



〇長崎県の磯焼けの原因 ～植食性動物による影響～

長崎県内で確認されている主な植食性魚類

・水温上昇により、活動が活発化

・遊泳するため、駆除の難易度が高い

・安定的な漁獲がない

＋
・食用として流通がなく、漁獲されても放流されている

磯焼けへの影響が大きいが、積極的に駆除がされていない

アイゴイスズミ ブダイ

植食性魚類による食害の状況 植食性魚類の状況
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〇長崎県の藻場造成の取り組み ～ハード整備～

【増殖場整備】

・石材のすき間が
ウニ類のすみかに

・石材の中央付近は

滞留しがちに

・砂地と石材の境目に

海藻がよく繁茂することも増殖場イメージ

従来型

40m

40m

新上五島町 衛星画像

潮
流

・潮の流れを改善

・砂地と石材の境目が増加

ウニ類が住みづらく、

海藻がより繁茂しやすく

改良型
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種苗プレート
（キレバモク）

〇環境変化に対応した藻場造成手法
～高水温対応藻類種の導入～

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

かつてはアラメ・カジメ・クロメ類の
種苗のみを使用

高水温化によりアラメ・カジメ・クロメ類が
生育しにくい環境に

高水温耐性のあるホンダワラ類の種苗を
県内で量産できる体制を整備（R2～）

生産した種苗を増殖場整備の
種苗として藻場礁内に設置

クロメ類＋ホンダワラ類の
多様性のある藻場造成を目指す 藻場礁

（食害防止網付き）
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〇長崎県の藻場造成の取り組み ～ソフト事業～

【食害生物駆除】

（潜水によるウニ、貝類の駆除） （刺し網による魚類の駆除）

【モニタリング調査】
枠取り調査や生物調査など、複数の項目について調査を実施

・R５は約30トンを駆除 ・R５は約3トンを駆除
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H28に長崎県藻場回復ビジョンを策定

R7までに藻場面積を10,000haに回復させることを目標に設定
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